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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 高齢化社会の出現により，重篤な合併症を有する胃

癌患者が増加しこれに対する非手術的治療が待たれて

いた．最近，ようやくレーザーによる内視鏡治療が可

能になってきた．本論文は胃腫瘍に対してレーザー治

療を行いその成績から本治療法の有効性，根治性を研

究したものである．

 方法

 1）レーザー装置：Nd－YAGレーザーおよび
Argon－Dyeレーザーの2種類のレーザーを用いた．

 2）照射条件：Nd・YAGレーザーでは直接に熱エネ

ルギーで組織の破壊を行い，光化学反応を利用する

Argon・Dyeレーザでは，腫瘍親和性物質ヘマトポル

フィリン誘導体を経静脈的に投与．48時間後にレー

ザー照射した．

 3）観察方法：レーザー光にて腫瘍全体を焼灼後，内

視鏡検査にて経過観察を行った．

 4）対象：1980年12月より1986年4，月までに胃癌60

症例，胃異型上皮10症例および胃ポリープ14症例に

レーザー照射を行った．胃癌症例は高齢者や重篤合併

症を有する手術不能例および手術拒否例である．

 結果

 1）胃ポリープ：14症例のポリープ，ポリポージスに

Nd－YAGレーザー照射を行った。全例ポリープは消失

し1～5年間の期間，再発は1例も認めていない．

 2）胃異型上皮：10症例の異型上皮症例にNd－YAG

レーザーを照射した．全例に異型上皮の消失をみた．

2年10ヵ月～4年9ヵ月の期間，再発症例は経験して

いない．

 3）隆起型胃癌：17症例にNd・YAGレーザー治療

を行い，全例に有効で1ヵ月～4年9ヵ月の期間，1

症例も再発を認めていない．

 隆起型早期胃癌ではNd－YAGレーザー治療は非常

に有効であった．

 4）陥凹型胃癌：11症例にNd－YAGレーザー治療

を行った．いずれの病巣も消失したと考えられたが，

1ヵ月～4年9ヵ月の期間で再発症例が6症例（55％）

認められる．

 5）Argon－Dyeレーザー：陥凹型胃癌4症例に照射

した．1年間経過し再発症例はなく陥凹型胃癌には有

効であると判断される．

 6）合併症：照射後の出血を2症例経験した．

 考察および結論

 以上の結果から次のような結論を得た．

 1）胃ポリープ，胃異型上皮はNd－YAGレーザー治

療にて完全に治癒が可能である．

 2）隆起型早期胃癌はNd－YAGレーザー治療が極

めて有効であり，1例も再発を認めなかった．

 3）陥凹型早期胃癌はNd－YAGレーザー治療では

11症例中6症例55％に再発を認め，その効果は不十分

であった．

 4）Argon－Dyeレーザー治療は陥凹型早期胃癌4症
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例に行い，再発例はなく有効な手段であった．

 5）陥凹型胃癌のNd－YAGレーザー治療は問題が

多くArgon－Dyeレーザー照射や粘膜切除法等の他の

手技が必要である．

 6）胃癌は早期胃癌といえどもリンパ節転移の可能

性が常にあるので，これを念頭におき内視鏡治療の適

応は慎重に考慮する必要がある．

論 文 審 査 の 要 旨

 本研究は，レーザー光線を照射することにより，各種の胃腫瘍性病変を，内視鏡的に治療する試みで，扁平

な隆起性病変は完全に治癒できること，また，早期胃癌に対しては，肉眼型に応じてレーザー光線の種類を選

択することで局所治療が可能であることを明らかにした．さらに長期観察によって，レーザー内視鏡治療の臨

床的評価を与えたことで学術上価値あるものと認める．
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